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年 ア ジ ア 商 業 視 察 報 告2000

副 会 長 鐘 井 輝

去 る 月 日 ( 土 ) ～ 月 日 ( 士 ) の 日 間 小 濱 先 生 、6 24 7 1 8
土 屋 先 生 、 井 田 先 生 、 滝 頭 先 生 、 小 野 先 生 そ れ か ら 関 西 か

ら は 北 村 先 生 と 私 が 参 加 し て 香 港 ・ 深 圳 ・ シ ン ガ ポ ー ル ・
台 北 へ の ア ジ ア 商 業 視 察 に 行 っ て き ま し た 。

今 年 の 夏 は 日 本 で も こ と の ほ か 厳 し い も の が あ り ま し た

、 。が 一 足 早 く 今 夏 の 暑 さ の 洗 礼 を 受 け た 視 察 と な り ま し た

わ が 国 は 第 二 次 世 界 大 戦 後 、 急 速 な 経 済 回 復 で ア ジ ア 諸

国 の 兄 貴 分 を 自 負 し て き ま し た 。 し か し 現 在 に お い て も バ

ブ ル 崩 壊 後 の 景 気 回 復 感 は 未 だ 感 じ ら れ ず 、 商 業 に お き ま

し て も 一 部 の 企 業 や 店 舗 を 除 い て 厳 し い 状 況 が 続 い た ま ま

で す 。 こ こ へ 来 て 自 信 を 失 い か け て き て い る の で は な い か

と 感 じ て い る の は 私 一 人 で は な い と 思 い ま す 。

ア ジ ア 通 貨 危 機 か ら い ち 早 く 立 ち 直 り つ つ あ る 地 域 か ら

謙 虚 に 学 ぶ 姿 勢 も 必 要 な よ う で す 。 そ こ で 各 地 域 の 状 況 や

ト ピ ッ ク ス を レ ポ ー ト し ま す 。

日 本 ・ 香 港 ・ 深 圳 ・ 四 川 の 物 価 比 較
100日 本 の 物 価 ＝

物 価 賃 金 家 賃 ｶ ﾞ ｿ ﾘ ﾝ 煙 草 自 動 車
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1~2四 川

１ ． 香 港

人 口 約 万 人 、 （ ﾎ ﾝ ｺ ﾝ ﾄ ﾞ ﾙ ） ＝ 円 。 日 本 よ り 蒸 し670 1H$ 14
暑 く 湿 気 の 多 い 都 市 で あ り 、 平 均 気 温 は ℃ 前 後 で 。30 す

現 在 若 者 の 職 業 へ の 関 心 あ る 職 業 は 次 の も の で す 。

１ 位 が 関 連IT
２ 位 は 製 薬 販 売 ( 漢 方 )

（ ）香 港 中 心 部 の 分 譲 マ ン シ ョ ン の 価 格 は ～ ㎡40 50 2LDK
で 万 ＄ （ 万 円 。 年 の 返 還 前 だ っ た ら そ の 倍300 H 4,200 97 2）

し て い ま し た 。

自 動 車 の 価 格 は 例 え ば 三 菱 の パ ジ ェ ロ ク ラ ス で ７2800cc
０ ０ 万 円 も し て い ま す 。

「 香 港 日 本 人 商 工 会 議 所 」 を 訪 問 し 、 事 務 局 長 の 松 井 弘 志

氏 よ り 、 香 港 経 済 の 概 要 に つ い て 説 明 を 受 け ま し た 。 以 下
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内 容 を 要 約 し ま す 。

【 】通 貨 危 機 の 影 響

年 の 香 港 経 済 は 年 に 統 計 を と り 始 め て 以 来 、 初 の98 1961
マ イ ナ ス 成 長 と な っ た 。

金 利 の 上 昇 、 資 産 価 格 の 不 安 定 性 、 民 間 消 費 支 出 の 減 少 、

実 質 賃 金 の 伸 び 悩 み な ど 消 費 不 況 を も た ら し た 。

【 】香 港 経 済 の 特 色

① 米 ド ル リ ン ク ( 米 ド ル ベ ッ グ 制 )

米 ド ル ペ ッ グ 制 は 発 券 額 相 当 の を 持 つ た め 、 にH$ US$ US$
引 っ 張 ら れ て も 強 く な り 、 そ の 結 果 物 価 高 ( 人 件 費 ・ 家H$
賃 ・ そ の 他 物 価 ) に つ な が っ た 。 こ の ペ ッ グ 制 を い つ 外US$
す の か 、 そ の タ イ ミ ン グ を ど う 捉 え る か が 、 今 後 の 香 港 経
済 を 決 め る ポ イ ン ト と な る 。

② 貿 易 ・ 金 融

香 港 は 東 ア ジ ア に お け る 貿 易 ・ 金 融 の 中 心 地 で あ る が 、

年 度 は 地 場 輸 出 、 再 輸 出 、 輸 入 と も に 大 幅 に 減 少 、 特 に98
日 本 か ら の 輸 入 価 格 が 円 安 に よ っ て 下 落 し た に も か か わ ら

ず 輪 入 数 量 も 大 幅 な 減 少 に な っ て し ま っ た 。

③ 観 光 収 入

返 還 前 の 年 年 度 は 日 本 か ら の 観 光 客 は 万 人 で あ っ96 260
た 。 そ れ ま で は 大 体 ， 約 万 人 だ っ た の で 、 倍 の 観 光 客130
が 来 た こ と に な る 。 そ の 後 は 急 激 に 減 少 し 年 度 は 万98 95
人 に な っ て い る 。

④ 産 業 構 造 の サ ー ビ ス 化

香 港 で は 製 造 業 の ほ と ん ど を 深 に 移 し て し ま い 、 全 体圳

の 産 業 の ぐ ら い し か 残 っ て な い 。8%
消 費 財 の ほ と ん ど を 輸 入 に 依 存 し て い る 。 香 港 は モ ノ や

カ ネ の 中 継 地 点 と し て マ ー ジ ン を 得 る こ と で 現 在 の 地 位 を

築 い て い る が 、 運 輸 、 貿 易 関 連 、 観 光 、 金 融 な ど 対 外 サ ー

ビ ス 業 の 特 徴 は 香 港 自 身 で は コ ン ト ロ ー ル し が た い 。

⑤ 中 国 と の 経 済 関 係 の 緊 密 化

香 港 の 再 輸 出 は 、 輸 出 総 額 の を 占 め て い る が 、 今 後86%
も 重 要 な こ と は 以 下 の 点 で あ る 。

) 中 国 原 産 品 を 第 三 国 に 仲 介1
) 被 投 資 国 と し て の 中 国 で 稼 動 す る 工 楊 に 対 し 、 投 資 国 側2
か ら 資 本 財 や 中 間 財 な ど を 供 給 す る 際 の 中 継 点 と な る 。

今 後 は 深 地 区 を 巡 っ て 、 中 国 政 府 と の よ り 一 層 の 緊 密圳

化 を は か る こ と が 重 要 に な る 。

⑥ レ ッ セ フ ェ ー ル と そ の 修 正

98 97 10年 に 香 港 は 過 去 最 悪 の 経 済 不 況 を 経 験 し た 。 年

月 の 株 式 市 場 の 崩 壊 、 不 動 産 価 格 の 低 下 （ 不 動 産 価 格 は 一
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年 間 で ほ ぼ 半 分 に 下 落 ) 、 結 果 と し て 消 費 の 大 幅 減 少 。

年 月 以 降 の へ ッ ジ フ ァ ン ド 投 機 の 活 発 化 に 対 し て 香98 8
港 金 融 管 理 局 が 買 い 支 え 介 入 を 実 施 、 香 港 ド ル の 安 定 を 維

持 す る こ と が 出 来 た 。

⑦ 情 報 通 信 サ ー ビ ス に つ い て

ド ッ ト コ ム 企 業 が 急 に 増 え て い る 。 Ｂ Ｃ は ま だ 現 実to
に は 進 ん で い な い が 、 考 え 方 は か な り 進 ん で い る 。

今 ま で 香 港 経 済 を 支 え り ー ド し て き た 巨 大 不 動 産 グ ル ー

プ ( ～ 社 ) が 、 産 業 に 進 出 し て き て お り 、 今 後 は 世 界5 6 IT
の 通 信 イ ン フ ラ を ど れ だ け 押 さ え る か と い う 時 代 に な ろ

う 。

香 港 の 法 人 税 は な の で 、 利 益 の ほ と ん ど 全 額 を 再 投16%
資 に 振 り 向 け る こ と が 出 来 る 。 税 金 が 安 い と う こ と が 香 港
経 済 の 強 み で も あ る 。

２ ． 深 圳

深 圳 は 中 国 あ る カ 所 の 経 済 特 別 区 の な か の 一 つ の 地 域5
で す 。 深 に 入 る 香 港 の 車 は 香 港 の ナ ン バ ー プ レ ー ト の 他圳

に 、 深 圳 の ナ ン バ ー プ レ ー ト が 必 要 で 、 つ の ナ ン バ ー プ2
30レ ー ト を 前 後 に 付 け て い ま す 。 香 港 ～ 深 圳 の 距 離 は 約

ｋ ｍ あ り ま す 。

香 港 の 人 は 、 土 曜 日 の 午 後 か ら 深 圳 に 行 っ て 、 買 い 物 ・

、 ．食 事 を 楽 し み 翌 日 帰 っ て く る 人 が 多 い の で 土 日 は 道 路 も

税 関 も 込 ん で い ま す 。

深 圳 の 物 価 は 香 港 の 約 分 の 。 マ ン シ ョ ン は 万 ( 約8 1 60 H$
万 円 ) で 買 え 、 ㎡ の 高 級 マ ン シ ョ ン で も 万 ( 約900 200 150 H$
万 円 ) で 買 え ま す 。 香 港 で 働 い て 深 圳 に 往 む 人 も 増 え2,100

つ つ あ る 。 バ ス 通 勤 と 税 関 で の 時 間 待 ち な ど 、 通 勤 時 間 は

要 す る が 貯 金 が 出 来 る と い う こ と で す 。

深 圳 の 歴 史 が ス タ ー ト し た の は 約 年 で す 。 年 前 は20 20
何 も な い と こ ろ で 畑 ば か り で し た が 、 鄧 小 平 の 一 言 で 近 代

的 な 街 づ く り が 行 わ れ 経 済 特 別 区 と し て の 政 策 に よ っ て 発

展 し て き ま し た 。 外 国 企 業 を 積 極 的 に 誘 致 し て 、 優 遇 政 策

を と っ て き ま し た 。 現 在 深 圳 で 誘 致 し た 企 業 の 多 い ベ ス ト

三 地 域 は 次 の 順 番 で す 。

① 香 港
② 台 湾

③ 日 本

ITオ フ ィ ス ビ ル 、 マ ン シ ョ ン が 整 備 さ れ 、 工 場 団 地 は

産 業 に お け る 世 界 の 中 心 的 生 産 拠 点 と し て 成 長 発 展 し て き

た の で す 。 こ の 経 済 特 別 区 は 、 経 済 活 動 だ け が 自 由 で 政 治

体 制 は 中 国 本 土 と 一 緒 と い う 仕 組 み に な っ て い ま す 。

深 地 区 で 一 番 商 い ビ ル は 階 建 て 、 近 代 都 市 を 形 成圳 69
し つ つ あ り ま す 。 一 方 医 療 関 係 で は 患 者 は 病 院 へ の 入 院 時

に 日 本 円 で 約 万 円 を 預 け て お か な い と 診 察 し て も ら え10
な い 、 と い っ た 個 人 と し て 対 応 し て い か な け れ ば な ら な い

点 も 多 く あ り ま す 。
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ま た 深 圳 に は 、 工 場 団 地 が た く さ ん あ り 、 そ こ で 働 く 工

員 の 数 も 多 く 、 こ れ ら 工 員 の 平 均 給 与 は 、 約 円 で す 。10,000
残 業 を 含 め て 日 時 間 労 働 を 行 い 、 約 円 の 所 得 を1 12 15,000

。 、得 て い る の で す 一 般 サ ラ リ ー マ ン の 給 与 は 月 額 約 万 円3
平 均 物 価 は 日 本 の 約 分 の で す 。10 1

【 】自 由 市 場

深 圳 で は 人 民 元 が 使 え ず 、 香 港 ド ル の み の 通 用 す る シ ョ

ッ ピ ン グ セ ン タ ー も あ り ま す が 深 圳 庶 民 の 台 所 を 賄 う 自、 「

由 市 場 」 を 紹 介 し ま す 。

魚 、 肉 、 野 菜 、 生 物 ( 鳥 、 蛇 ) 、 雑 貨 、 果 物 な ど 日 常 品 が

販 売 さ れ て い ま す 。 価 格 は 少 し 高 め で す が 、 ス ー パ ー よ り

は 新 鮮 な も の が 販 売 さ れ て い ま す 。 ち な み に に 生 き た 鶏 類

は 元 （ 約 円 ） で す 。15 300
階 に は 魚 、 肉 、 野 菜 の 多 く の 種 類 が 豊 富 に 品 揃 え さ れ1

て い ま す 。 肉 類 は 豚 足 、 内 臓 ま で む き 出 し 、 肉 類 は ブ ロ ッ

ク 状 で 、 裸 の ま ま 売 ら れ て い ま す 。

階 で は 鞄 や 雑 貨 、 洋 服 な ど が 販 売 さ れ て い ま す 。 ち ょ2
う ど 、 隣 で は 全 米 最 大 の ウ オ ー ル マ ー ト ス ト ア ズ の ス ー パ

ー セ ン タ ー が 建 築 中 で し た 。

３ ． シ ン ガ ポ ー ル

人 口 約 万 人 、 ｼ ﾝ ｶ ﾞ ﾎ ﾟ ｰ ﾙ ＄ ＝ 円 。 四 季 は な く 、 日350 1 62
中 の 平 均 気 温 は ℃ 前 後 で 、 湿 度 の 高 い 都 市 で す 。 ス コ30

、 。ー ル は 時 々 発 生 し ま す が 台 風 や 地 震 の 心 配 は あ り ま せ ん

中 国 系 ％ 、 マ レ ー 系 ％ 、 イ ン ド 系 ％ の 多 民 族 国76 14 7
家 で 宗 教 は 自 由 で す 。

シ ン ガ ポ ー ル 空 港 ( チ ャ ン ギ 空 港 ) か ら 市 内 ま で は 車 で 約

分 で 着 き ま す 。30
空 港 ～ 市 内 へ の 道 路 の 南 側 に ア ン ブ レ ラ ー ツ リ ー が 立 ち

並 び 、 ブ ー ゲ ン ビ リ ア の 花 が 咲 き 誇 っ て い ま す 。 森 林 公 園

道 路 と い う 雰 囲 気 を か も し だ し て い ま す 。

道 路 の 南 側 だ け で な く 街 中 に も 緑 が 多 く 、 こ れ ら の 木 は

政 府 の 財 産 で 、 一 年 に 一 日 、 木 を 植 え る 日 を 設 け て お り 、

全 て 政 府 が 管 理 し て い ま す 。 ゴ ミ の ボ イ 捨 て は 、 円60,000
、 。の 罰 金 で 回 目 以 後 は 公 園 な ど 町 で の 掃 除 が 加 わ り ま す2

郊 外 の マ ン シ ョ ン は 、 万 円 ～ 約 １ 億 円 で す 。 階 建7,000 73
て の ホ テ ル が 一 番 高 い 建 物 で す 。

自 動 車 は 全 部 輸 入 し て お り 、 そ の 価 格 は 高 く で 約1600CC
万 円 、 日 本 の 約 ４ 倍 で す 。 そ れ で も 結 婚 し な い で 車 を700

買 う 若 者 が 多 い と い う こ と で す 。

給 料 は 一 般 で 約 万 円 、 大 卒 で 約 万 円 。9 15

【 】マ リ ー ナ ス ク エ ア の ギ ャ レ リ アDFS
店 員 は 全 員 日 本 語 が で き ま す 。 世 界 の 店 舗 の 中 で もDFS

最 大 級 の 面 積 を 誇 っ て い ま す 。

階 に は グ ッ チ 、 フ ェ ラ ガ モ 、 エ ル メ ス 、 ブ ル ガ リ 、 コ3
ー チ な ど が 専 門 ブ テ ィ ッ ク を 構 え て い ま す 。 階 は カ ジ ュ2
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ア ル ウ エ ア 、 化 粧 品 な ど 、 階 は 歩 き な が ら シ ン ガ ポ ー ル1
の 文 化 に 触 れ ら れ る テ ー マ パ ー ク の つ く り を し て い ま す 。
市 内 の 主 要 ホ テ ル を 巡 回 す る 無 料 シ ャ ト ル バ ス と チ28

9:30-22:00ャ ン ギ 空 港 ま で の バ ス を 運 行 し て お り 、 営 業 時 間 は

で 年 中 無 休 で す 。

【 】サ ン テ ッ ク ・ シ テ ィ ー ・ モ ー ル

マ リ ー ナ ・ ス ク エ ア 隣 接 す る コ ン ベ ン シ ョ ン セ ン タ ー の

一 角 に あ る 巨 大 な シ ョ ピ ン グ セ ン タ ー で す 。 ブ ラ ン ド 品 、

カ ジ ュ ア ル ウ エ ア 、 時 計 、 貴 金 属 、 小 動 物 、 お 土 産 品 な ど

約 店 舗 が 入 っ て い ま す 。 ワ ー ナ ー ブ ラ ザ ー ズ ・ シ ョ ッ200
プ な ど 子 供 用 品 売 場 や 地 下 に は レ ス ト ラ ン 街 が あ り ま す 。

営 業 時 間 は で す 。10:00-2 2:00

【 】Bugis village
か つ て の シ ン ガ ポ ー ル の 雰 囲 気 を 残 す 露 店 と 屋 外 の フ ー

ド セ ン タ ー が あ り 価 格 も 安 く 、 ち な み に シ ン ガ ポ ー ル 特 有

。の プ リ ン ト を し た 大 人 向 け Ｔ シ ャ ツ は 一 枚 約 円 で し た200
香 港 の 油 麻 地 に あ る 女 人 街 の 縮 小 版 と も い え ま す 。 細 い 路

地 に 露 店 が ぎ っ し り 並 ん で い て 、 ぶ つ か り 合 い な が ら 買 い

物 客 が 歩 い て い ま す 。

【 】Bugis Junction
ブ ギ ス ビ レ ッ ジ か ら ブ ギ ス ・ ス ト リ ー ト を 挟 ん で 反 対 側

に あ る 大 型 デ パ ー ト 西 友 と フ ァ ッ シ ョ ン フ ー ド 専 門 店 街&
で す 。 パ ル コ 、 高 級 ホ テ ル の イ ン タ ー コ ン チ ネ ン タ ル ホ テ
ル に よ っ て 構 成 さ れ て い る シ ョ ッ ピ ン グ セ ン タ ー で も あ り

ま す 。

パ ル コ 側 は ガ ラ ス 張 り の 天 井 を 持 つ シ ョ ッ ピ ン グ ス ト リ

ー ト 、 地 元 の 人 気 ブ ィ ッ ク 、 レ ス ト ラ ン 、 カ フ ェ 、 ゲ ー ム

セ ン タ ー な ど 約 軒 余 り の 専 門 店 が 入 っ て い ま す 。 仕 事100
「 」が 終 わ っ て か ら 地 下 鉄 に 乗 っ て 若 者 た ち が 集 ま る 若 者 街

に な り ま す 。

【 】オ ー チ ャ ー ド ・ ロ ー ド

こ の エ リ ア は 、 広 い 歩 道 、 行 届 い た 清 掃 と 街 を 汚 さ な い

慣 習 、 緑 た っ ぷ り の 街 路 樹 な ど 、 観 光 客 が ゆ っ く り と 買 い

物 を 楽 し む 街 で す 。 毎 朝 時 分 頃 か ら 時 頃 に か け て 清4 30 5
掃 し て い る と の こ と で す 。 通 り の 名 前 は 世 紀 ま で は 果19
樹 園 ( オ ー チ ャ ー ド ) が あ っ た 場 所 と い う こ と か ら 付 け ら れ

ま し た 。

４ ． 台 北

台 湾 の 総 面 積 は 約 ｋ ㎡ で あ り 、 日 本 の 四 国 よ り 大36,000
き く 九 州 よ り や や 小 さ い 領 土 と な っ て い ま す 。

台 湾 の 総 人 口 は 約 万 人 で す が そ の う ち 約 万 人 が2,300 300
台 北 市 集 ま っ て い ま す 。 台 湾 元 ＝ 円 。 年 間 の 平 均 気 温1 2.8
は ℃ を 越 え 、 日 本 の 真 夏 に 近 い 平 均 気 温 の 都 市 で す 。30
預 金 金 利 は 約 ％ で 現 在 上 昇 傾 向 に あ る そ う で す 。 ま た6

携 帯 電 話 の 普 及 率 は 世 界 で も ト ッ プ ク ラ ス で す 。
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台 湾 で の ケ ー ブ ル テ レ ビ 普 及 率 は 世 界 一 で 、 現 在 チ99
ャ ネ ル あ り 、 各 家 庭 で は 月 額 約 円 で 視 聴 す る こ と が で2,000
き ま す 。

最 近 台 湾 政 府 は 行 政 改 革 の 一 環 と し て 、 役 所 の サ ー ビ ス

改 善 を 成 功 さ せ て い ま す 。 市 民 が 役 所 サ ー ビ ス を 受 け る た

め に 出 向 い た と き に は お 茶 の サ ー ビ ス を 行 う そ う で す 。

台 湾 の 農 家 は 主 に 西 側 に あ り 、 南 部 は 部 作 を し て い ま3
し た が 、 若 者 た ち の 米 離 れ が 進 み 最 近 で は 部 作 に な っ て2
し ま い ま し た 。 農 家 の 収 入 の 不 足 分 は 補 助 金 で 賄 わ れ て い

ま す 。 農 作 時 間 が 減 っ て 補 助 金 を も ら え る の で 、 北 海 道 に

雪 を 見 に く る ツ ア ー が 人 気 を 呼 ん で い る そ う で す 。

、 、山 脈 の 西 側 南 北 を 結 ぶ 第 一 高 速 第 二 高 速 道 路 は 車 線4
東 西 に は 本 の 高 速 道 路 が 来 年 月 に は 完 成 す る 予 定 で12 6
す 。 西 側 と 東 側 を 走 る 高 速 道 路 を 北 部 で は 来 年 か ら 、 南

部 で は ～ 年 後 か ら つ く り ま す が 、 問 題 は ｋ ｍ の ト2 3 78.6
ン ネ ル 工 事 が 必 要 と な る こ と で す 。

台 湾 の 自 動 車 産 業 は 好 景 気 で す 。 車 検 制 度 は 日 本 と 異 な

り 、 初 回 が 年 、 そ の 後 は 年 に 回 車 検 、 年 後 か ら は3 1 1 6
半 年 車 検 、 年 後 か ら は ケ 月 車 検 が 義 務 づ け ら れ て い ま8 3
す 。

貿 易 は 出 来 る だ け 自 由 化 し 、 世 界 各 国 の 自 由 な 販 売 を 歓

迎 し て い ま す 。 こ れ か ら は イ タ リ ア デ ザ イ ン で 購 入 時 の 価

格 が 安 い ( メ ン テ ナ ン ス に ど れ だ け か か る か は ま だ 分 か ら

な い が ) 韓 国 車 が 増 え る だ ろ う と 予 測 さ れ て い ま す 。
台 湾 の 大 都 市 で あ る 台 北 ～ 高 雄 間 ( ｋ ｍ ) を 時 間 半2 345 1

( 最 高 時 速 ｋ ｍ ) で 結 ぶ 台 湾 新 幹 線 の プ ロ ジ ェ ク ト に つ300
35い て は 、 台 湾 高 速 鉄 道 ( 台 湾 の 有 力 民 間 企 業 が 出 資 ) が

年 の ( 建 設 ・ 運 営 ・ 移 転 ) 方 式 で 運 営 す る こ と に な っ てBOT
い ま す 。

市 内 に は 駐 車 場 が 少 な い の で 、 バ ス を 利 用 す る こ と を 奨

励 し て お り 、 地 下 鉄 に 乗 っ て バ ス に 乗 り 継 い だ 場 合 に は 、

バ ス 料 金 は 時 間 以 内 は 無 料 に な り ま す 。2
1車 は 殆 ど が 左 ハ ン ド ル 右 側 通 行 で す ガ ソ リ ン 価 格 は、 。
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リ ッ ト ル 円 と 安 く 、 自 動 車 の 価 格 は 日 本 車 、 例 え ば 日7 0
産 の セ フ ィ ー ロ で 約 万 円 で す か ら 日 本 国 内 と ほ ぼ3000cc 350
同 じ で す 。

台 湾 日 産 で は 一 般 社 員 の 給 料 は 万 元 ( 約 万 円 ) で す が9 27
年 間 ケ 月 の 賞 与 が 支 給 さ れ て い ま す 。17.5

【 】中 華 民 國 全 國 商 業 総 會 訪 問

都 彦 豪 駐 曾 顧 問 か ら 台 湾 の 現 状 に つ い て 説 明 を 受 け ま

し た 。 内 容 の 要 約 は 以 下 の 通 り で す 。

、 、台 湾 は 島 国 で 日 本 と よ く 似 て お り 活 発 さ は 日 本 と 同 じ
台 湾 の 経 済 成 長 率 は 今 の と こ ろ で 世 界 第 一 で あ る 。7.9%
台 湾 経 済 の ほ と ん ど は 、 中 小 企 業 に 頼 っ て い る の で こ れ

を 重 ん じ て い か な け れ ば ダ メ に な っ て し ま う 。 過 去 年50
間 中 小 企 業 は 貢 献 し て き た し 、 こ れ か ら も 変 わ ら な い だ ろ

う 。 中 小 企 業 も 全 世 界 の 経 済 の 状 況 に 合 わ せ て 、 自 由 化 と

透 明 化 に 応 じ て い く 必 要 が あ る 。 透 明 化 の 問 題 は 難 し い 。

( 世 界 貿 易 機 構 ) に 加 盟 す る こ と に な れ ば 、 ま す ま す 自WTO
由 化 へ の 取 組 み が 大 切 に な っ て く る 。

コ ン ピ ュ ー タ 関 係 は 日 本 の 中 小 企 業 と タ イ ア ッ プ し て 努

力 し て い く が 、 伝 統 的 な 体 質 の 中 小 企 業 の 存 続 が 問 題 に な

っ て い る 。 こ れ か ら も 、 ( 靴 、 自 転 車 な ど は ) 中 国 、 ベ ト ナ
ム な ど へ 移 転 し て い く こ と に な ろ う 。

全 國 商 業 総 合 は 各 国 の 大 使 館 と 接 触 し て 、 台 湾 中 小 企 業

が 全 世 界 に 進 出 す る チ ャ ン ス を こ れ か ら も 増 や し て い く 。

ケ 月 に 回 各 国 の 商 業 代 表 や 大 使 な ど と 相 談 会 、 ミ ー テ3 1
ィ ン グ を 行 っ て い る 。

全 國 商 業 総 會 は 中 華 民 国 の 商 業 法 律 に 基 づ い た 総 曾 で 、

工 業 と は 分 か れ て い る 。

台 湾 の 商 業 者 の ほ と ん ど が メ ン バ ー に な っ て お り 、 万135
人 の 個 人 会 員 と の グ ル ー プ メ ン バ ー で 構 成 さ れ て い2,200
る 。 全 て が 現 地 会 員 だ が 、 法 人 の 場 合 は 外 国 資 本 が 以49%
下 な ら 加 盟 で き る 。

全 図 商 業 総 會 の 主 な 役 割 は 、 メ ン バ ー 相 互 間 の 交 流 促 進
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と メ ン バ ー と 政 府 と の 橋 渡 し で あ る 。

新 政 権 ( 陳 水 扁 総 統 ) の 考 え 方 は 、 台 湾 は 日 本 や ヨ ー ロ ッ

パ と 同 じ よ う な 組 織 を 真 似 て 努 力 し て 行 こ う と い う 路 線 で

。 。あ る 日 本 も 東 南 ア ジ ア を 重 ん じ て 交 流 す る こ と が 大 切 だ

過 去 年 間 李 登 輝 総 統 の 政 策 は 「 行 き た い と こ ろ で も 、10
そ ん な に 急 ぐ な 」 と し た 政 策 だ っ た 。 中 国 に 行 く に も 大 き

い 投 資 は し な か っ た の で 、 大 企 業 は 行 け な か っ た 。 新 政 権

で は そ の 政 策 が 良 い の か 、 良 く な い の か 検 討 中 で あ る 。

台 湾 企 業 に と っ て 、 中 国 は 土 地 や 人 件 費 な ど 、 魅 力 も あ

り 、 大 企 業 も こ れ か ら 中 国 に 投 資 し て い く と こ ろ が 増 え る

だ ろ う 。

【 】COSTCO WHOLESALE
商 品 柵 は 段 積 み の パ レ ッ ト ラ ッ ク で 構 成 さ れ て い ま4

す 。 現 在 台 北 で ２ 店 舗 展 開 中 で す 。 提 供 単 位 の 大 き い 商 品

も あ り ま す が 、 低 価 格 で の 販 売 に そ の 人 気 が 集 ま っ て い ま

す 。 例 え ば 米 ｋ ｇ が 円 、 ク ロ ス ボ ー ル ペ ン 本 ＋ シ9 980 2
ャ ー プ ペ ン シ ル 本 で 円 、 型 平 面 型 テ レ ビ が 円2 2800 21 38,000
な ど で す 。

コ ス コ ・ ホ ー ル セ ー ル の 特 徴 と し て 以 下 の 点 が 挙 げ ら れ

ま す 。

① 会 員 制 に よ る 会 費 で の 運 営 。

② 倉 庫 型 店 舗 に よ る 大 量 陳 列 と 箱 売 り 等 に よ る 合 理 化 。

店 舗 に 倉 庫 の 機 能 を 持 た せ な が ら そ の 機 能 を 椿 た す ロ ー

コ ス ト 経 営 で 日 本 で は 年 月 日 に 福 岡 県 久 山 に す で1999 4 23
に オ ー プ ン し て い ま す 。 年 月 に は 、 幕 張 に 店 舗 開 業2000 12
予 定 で す 。

現 在 の と こ ろ コ ン ビ ニ エ ン ス ス ト ア の 業 績 は 非 常 に 好 調

の 模 様 で す 。 原 因 の 一 つ と し て 国 民 的 人 気 の あ る チ ャ ー ゲ

ー タ ン （ 鶏 の 卵 と お 茶 と 醤 油 を 煮 る 料 理 ） の コ ン ビ ニ で の

品 揃 え が あ り ま す 。

以 上 年 の 夏 に 駆 け 足 で し た が ア ジ ア 商 業 視 察 を 行 い2000
ま し た 。 紙 面 の 都 合 で あ ま り 多 く の こ と を 述 べ る こ と は で
き ま せ ん で し た が 、 全 体 を 通 し て 今 後 日 本 の 商 業 が 再 ス タ

ー ト を き る た め の ヒ ン ト と な る キ ー ワ ー ド を 提 示 し て 本 報

告 の ま と め に し た い と 思 い ま す 。

【 】こ れ か ら の 商 業 に 必 要 は 姿 勢 及 び 発 想

① タ ー ゲ ッ ト を 変 え た 多 様 な ア プ ロ ー チ

② 効 率 よ り も 効 果 を 求 め る

③ ハ ン グ リ ー 精 神

④ リ ス ク テ イ ク

⑤ バ イ タ リ テ ィ

以 上
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